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支
援
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭

協
賛
事
業
（
支
援
事
業
）
に
つ
い
て

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
13
件
の
事
業
企

画
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
企
画
に
つ
い
て
、
同
祭

実
行
委
員
会
で
審
査
を
行
い
、
左
の

７
つ
の
企
画
を
支
援
事
業
と
し
て
決

定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）

☎
30-

６
１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

前
売
り
観
覧
券
を

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭

実
行
委
員
会
で
販
売
し
ま
す

広
報
ひ
こ
ね
９
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭

前
売
り
観
覧
券
」
を
同
祭
実
行
委
員
会
で

も
販
売
い
た
し
ま
す
。
販
売
場
所
な
ど
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
同
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

築
城
４
０
０
年
祭
の

は
っ
ぴ
を
販
売
し
ま
す

築
城
４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
に
ち
な

ん
だ
は
っ
ぴ
を
１
着
４
、
０
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
同
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４

０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

彦

根
城
築
城
４
０
０
年
祭
推
進
室
内
）
☎
30-

６

１
４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

広
報
ひ
こ
ね
９
月
１
日
号
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
　
彦

根
市
」
の
地
図
上
で
震
度
を
表
す
色
の
表

示
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
わ
び

い
た
し
ま
す
。
正
し
い
図
は
、
広
報
ひ
こ

ね
９
月
15
日
号
（
本
号
）
に
併
せ
て
配
布

し
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正
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彦
根
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の

見
直
し
素
案
に
ご
意
見
を

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
で

は
、
現
在
、
彦
根
市
男
女
共
同
参
画

計
画
「
男
女
共
同
参
画
ひ
こ
ね
か
が

や
き
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た

め
、
審
議
会
が
ま
と
め
た
素
案
を
公

開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

素
案
の
閲
覧
場
所

計
画
の
素
案

は
、

市
民
交
流
課
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
彦
根

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ

ィ
ズ
」（
平
田
町
）、
支
所
、
各
出

張
所
、
各
地
区
公
民
館
の
ほ
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
の
募
集
期
間

９
月
20
日
㈬
〜

10
月
３
日
㈫

意
見
を
提
出
で
き
る
人

市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、お
よ
び
、

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
個
人
・
法
人
な
ど
の
団
体

意
見
の
提
出
方
法

各
閲
覧
場
所
に

あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を
記
入

し
て
、
備
え
付
け
の
意
見
箱
に
入

れ
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
、
彦
根
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

※
電
話
で
の
受
付
、
ま
た
、
個
々
の

ご
意
見
へ
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１

元
町
４-

２

市
民
交
流
課
内
）
☎

30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル：

danjo

@
m

a.city.hikone.shiga.jp

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

個
人
の
住
居
内
の
水
道
設
備
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
道
使
用
者

（
ま
た
は
所
有
者
）
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。水
道
設
備
は
、

配
管
が
古
く
な
っ
た
り
、
使
用
器
具

の
異
常
や
凍
結
に
よ
っ
て
漏
水
（
水

漏
れ
）
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
畑
や
庭
に
ま

く
散
水
栓
の
閉
め
忘
れ
な
ど
に
よ
る

漏
水
も
見
ら
れ
ま
す
。

漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
、
水
道

情報
掲示板

情報
掲示板

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

健
康
で
快
適
し
、
川
や
湖
の
水
質

を
守
る
た
め
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
、
早
い
整
備
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

彦
根
市
は
、
昭
和
57
年
度
に
公

共
下
水
道
事
業
を
始
め
、
市
街
地

の
下
流
側
か
ら
上
流
側
に
向
け
て
、

順
番
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
彦
根

市
の
公
共
下
水
道
普
及
率
は
66
・

６
％
（
平
成
17
年
度
末
現
在
）
で
、

全
国
平
均
の
69
・
３
％
（
同
17
年
度

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
部

管
理
課
☎
22-

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

末
現
在
）
や
、
滋
賀
県
平
均
の
80
・

２
％
（
同
17
年
度
末
現
在
）
に
比

べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況
で

す
。こ

れ
か
ら
も
、
清
潔
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
事
情

を
考
慮
し
な
が
ら
、
整
備
区
域
を

広
げ
、
水
洗
化
を
促
進
し
て
い
き

ま
す
。
み
ん
な
で
彦
根
を
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

※
平
成
18
年
度
﹁
下
水
道
の
日
﹂
推
進
標
語

澤
さわ

惣
そう

兵
べ

さん

明治35年２月18日生まれ

（104歳）

今年の敬老の日は、９月18日。長年にわたり社

会に尽くしてこられた高齢者の皆さんに感謝し、

長寿を祝う日です。この日にちなみ、市内の最

高齢者（男女）を紹介します。

ご 長 寿

おめでとうございます

ご
利
用
く
だ
さ
い

排
水
設
備
工
事
の
助
成
制
度

排
水
設
備
新
設
補
助
金

市
民
税
の
所
得
割
非
課

税
世
帯
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
１
回
で
す
。

補
助
限
度
額
　
７
万
円

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備

工
事
を
行
う
人
が
、
借
り
入
れ
に
よ
る
資
金
が

必
要
な
場
合
に
、
工
事
費
に
応
じ
て
金
融
機
関

を
通
じ
て
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

融
資
限
度
額
　
１
０
０
万
円

利
率
　
年
１
・
８
％

返
済
期
間
　
60
か
月
以
内

※
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
税
、
下
水
道
受

益
者
負
担
金
の
い
ず
れ
も
滞
納
し
て
い
な
い
な

ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
必
ず
工
事
を
始
め
る

前
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は

下

水
道
部
管
理
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲下水道マスコットキャ
ラクター「すいすい」

田中タケさん

明治35年11月17日生まれ

（103歳）

メ
ー
タ
ー
の
検
針
時
に
通
常
の
使
用

量
以
上
の
水
量
が
記
録
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
漏
水
は
定
期
的
な
点

検
で
簡
単
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
家
庭
で
も
漏
水
の
点
検
を
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
点
検
方
法

①
利
用
し
て
い
る
水
道
の
蛇
口
を
す

べ
て
閉
め
る

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
る

③
メ
ー
タ
ー
内
の
水
量
表
示
の
下
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
下
の
写
真
の
矢
印

が
指
す
部
分
）
を
数
分
間
見
る
。

④
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
た
ら

漏
水
し
て
い
ま
す
。

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
と
き
は

漏
水
が
確
認
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

彦
根
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
連
絡
し
て
、
必
要
な
修
理
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
修
理
に
要
す
る
費
用

は
水
道
使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
地

中
に
埋
設
さ
れ
た
配
管
部
分
の
漏
水

に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
水
道
料

金
を
減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は

水
道
部
業
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
業
務
課

☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番
、

平成18年
事業所・企業統計調査
－あなたの事業所も対象です－

10月１日、事業

所・企業統計調査が

行われます。全国す

べての事業所や企業

が調査対象です。

９月下旬から、「調

査員証」を持った調

査員が調査票をお届

けしますのでよろし

くお願いします。

問い合わせ先 企画課☎30-6101、

FAX22-1398番

え

水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
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号
と
３
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。
今
回
は
「
地
域
生
活
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。地

域
生
活
支
援
事
業

障
害
の
あ
る
人
が
能
力
お
よ
び
適

性
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状
況

に
応
じ
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
福
祉

の
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
市
町
村
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
相
談
支
援
事
業

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

や
利
用
支
援
、
社
会
生
活
力
を
高
め

る
た
め
の
相
談
、
障
害
の
あ
る
人
の

権
利
を
守
る
た
め
の
相
談
、
専
門
機

関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
　
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・

精
神
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

相
談
機
関

知
的
障
害
・
身
体
障
害
・
精
神
障

害
の
あ
る
人
の
相
談

彦
愛
犬

地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21（
豊
郷
町
八
目
）

☎
35-

０
３
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
35-

２
１
２
３
番

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
相
談

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ま
な

（
西
今
町
）
☎
21-

２
１
９
２
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
１
９
３

２

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業

社
会
生
活
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、

手
話
通
訳
者
の
派
遣
や
要
約
筆
記
者

の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

対
象
者
　
聴
覚
障
害
お
よ
び
言
語
障

害
の
あ
る
人
な
ど

派
遣
範
囲
　
原
則
と
し
て
県
内

利
用
者
負
担

個
人
の
利
用
は
無

料
、
団
体
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

３

日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業

日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、
日

常
生
活
用
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し

ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
の
制
度

が
優
先
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
日
常
生
活
用
具
を
必
要
と

す
る
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

利
用
者
負
担
　
原
則
と
し
て
費
用
の

１
割
と
し
ま
す
が
、
月
額
の
負
担

上
限
額
を
設
定
し
ま
す
。

主
な
品
目
　
電
気
式
た
ん
吸
引
器
、

視
覚
障
害
者
用
拡
大
読
書
器
、
ス

ト
マ
用
装
具
な
ど

※
補
装
具
（
車
い
す
、
装
具
、
義
肢

な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
10
月
か
ら

利
用
者
負
担
が
原
則
と
し
て
費
用

の
１
割
と
な
り
ま
す
。
な
お
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
と
も
に
、
９

月
ま
で
に
申
請
を
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
10
月
以
降
の
物
品
の

受
け
取
り
で
あ
っ
て
も
、
現
行
の

自
己
負
担
額
（
所
得
に
応
じ
た
負

担
）
で
交
付
も
し
く
は
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
　
移
動
支
援
事
業

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害
の

あ
る
人
が
外
出
す
る
時
、
外
出
を
支

援
し
、
地
域
で
の
自
立
生
活
お
よ
び

社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
　
視
覚
障
害
１
・
２
級
の

人
、
下
肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
、

脳
原
性
移
動
障
害
３
級
以
上
の

人
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

利
用
者
負
担

原
則
と
し
て
費
用
の

１
割
。
た
だ
し
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
利
用
し
た
時
の
運
賃
は
利
用

者
が
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他

視
覚
障
害
の
人
の
ガ
イ
ド

ヘ
ル
プ
の
利
用
上
限
時
間
は
原
則

一
か
月
30
時
間
と
な
り
ま
す
。
そ

の
他
の
障
害
の
あ
る
人
の
外
出
付

き
添
い
に
つ
い
て
は
、
利
用
上
限

時
間
は
原
則
一
か
月
20
時
間
と
な

り
、
１
回
の
利
用
は
４
時
間
以
内

と
な
り
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が
４
月
か

ら
一
部
施
行
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
が
原
則
１
割
負
担
と
な
る
な

ど
利
用
者
負
担
が
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
か
ら
は
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
体
系
が
変
わ
り
、「
自
立

支
援
給
付
」
と
「
地
域
生
活
支
援

事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。

「
自
立
支
援
給
付
」
に
つ
い
て

は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
３
月
１
日

「
生
活
介
護
」
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
。

６
　
日
中
一
時
支
援
事
業

日
中
、
障
害
の
あ
る
人
が
活
動
で

き
る
場
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
や
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
）
を
用

意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る

人
の
家
族
の
就
労
支
援
や
、
障
害
の

あ
る
人
を
日
常
的
に
介
護
し
て
い
る

家
族
の
一
時
的
な
休
息
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
所
持
す
る
人
、
ま
た
は
、
養

護
学
校
な
ど
の
障
害
児
教
育
諸
学

校
に
在
籍
し
て
い
る
人
で
、
日
中

に
お
い
て
介
護
す
る
人
が
い
な
い

た
め
、
一
時
的
に
見
守
り
な
ど
の

支
援
を
必
要
と
す
る
人

利
用
者
負
担
　
利
用
時
間
に
応
じ
て

費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
中

に
か
か
っ
た
食
事
な
ど
の
費
用
は

実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
　

利
用
す
る
ま
で
の
流
れ

①
相
談

「
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
」、

ま
た
は

障
害
福
祉
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
精
神
障
害
の
あ

る
人
は
、「
ま
な
」
で
も
相
談
す

る
と
が
で
き
ま
す
。

②
申
請

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
人
は

利
用
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

③
支
給
決
定

申
請
者
の
意
向
な
ど

を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量

な
ど
を
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

④
サ
ー
ビ
ス
利
用

サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
事
業
所
を
選
択
し
、
利
用

に
関
す
る
契
約
を
し
、
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
る
人
に
、
機
能
訓
練
、
社
会
適
応

訓
練
、
創
作
的
活
動
な
ど
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
現

行
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。

対
象
者
　
知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障

害
の
あ
る
人
で
障
害
程
度
区
分
１

お
よ
び
２
の
人
（
た
だ
し
、
障
害

程
度
区
分
２
の
人
に
つ
い
て
は
、

50
歳
未
満
の
人
が
対
象
で
す
）

利
用
者
負
担

定
額
負
担
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
送
迎
費
、
食
費
は
別

途
負
担
と
な
り
ま
す
。

委
託
事
業
所

ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21

※
障
害
程
度
区
分
３
以
上
の
人
と
、

障
害
程
度
区
分
２
で
50
歳
以
上
の

人
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

５

地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

障
害
の
あ
る
人
な
ど
に
対
し
、
創

作
的
活
動
や
生
産
活
動
の
機
会
の
提

供
、
社
会
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
生
活
支
援
の
促
進
を
図

る
も
の
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
ほ
か
、「
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
」

と
「
ま
な
」
で
実
施
す
る
精
神
障
害

の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
サ
ロ
ン
事

業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
障
害
に

対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
た
め
の
普

及
啓
発
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

在
宅
で
、
就
労
が
困
難
な
障
害
の

男女がともに力を合わせ、歩んでいく社会の実

現を目指して、フォーラムを開催いたします。

市民の皆さんの多数のご参加をお待ちしており

ます。

日時 10月１日㈰　13：30～15：30（13：00開場）

場所 男女共同参画センター「ウィズ」（平

田町）

内容　

オープニング アコースティックギター演奏

講演「人生を２度生きた！」

講師　宮本博文さん

（NPO法人心のサポートステーション副代表理事）

講師紹介 出会った相手は、筋金入りのフェミニスト。

結婚５年目にして、「対等な夫婦関係」が家風とな

りつつあることに、必死の抵抗を試みるが・・・。

妻との格闘と葛藤をホンネで語ります。

参加費用　無料

その他 託児あり

（０歳～就学前ま

で、要予約）

彦根市男女共同参画センター「ウィズ」の開館

３周年を記念して開催します。同センターの登録

団体が主体となり、活動発表を行うほか、バザー

や模擬店などを行い、市民相互の交流を図ること

で、男女共同参画を推進します。

日時 ９月30日㈯ 11：00～20：00

10月１日㈰ 10：00～15：30

場所 男女共同参画センター「ウィズ」

内容 ワークショップ、体験、バザー、展示、模

擬店など参加者の交流にふさわしいイベントを

開催します。

参加費用 無料（ただし、模擬店など一部実費が

必要です）

問い合わせ先　 男女共同参画センター
「ウィズ」☎24-3529（FAX共用）

市 
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彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、市内の事業

所などに勤務する従業員で、本市産業の発展に尽くし、そ

の功績が特に顕著な人を表彰します。〈対象〉事業所統計調

査に用いる産業大分類のうち、鉱業、建設業、製造業、

卸・小売業、金融保険業、不動産業、運輸業、情報通信業、

電気ガス熱供給水道業、サービス業に従事する雇用保険の

被保険者　※ただし、家族従業員、法人の役員、過去にこ

の表彰を受けたことのある人は除く 〈表彰基準〉▽勤続年

数が15年以上の人▽企業の振興に寄与し、他の模範として

表彰に値する人 〈被表彰候補者の選出方法〉事業所などの

代表者の推薦によります 〈推薦締切日〉10月２日㈪（必着）

〈推薦用紙提出先〉 商工課（市役所３階）、彦根商工会議所

（中央町）、稲枝商工会（稲部町）※推薦用紙は、各提出先に

あるほか、彦根商工会議所ホームページからダウンロード

できます 〈表彰式〉11月1７日㈮ 〈問い合わせ先〉 商工課

☎30-6119、彦根商工会議所☎22-4551、稲枝商工会☎

43-2201

〈内容〉秋になると南国へ帰っていく渡り鳥や、周辺の植物

を、佐和山山頂で観察します　※天候により中止になるこ

とがあります 〈日時〉９月23日（土・祝）９：00～12：00

〈場所〉佐和山　※東山無料駐車場（龍
りょう

潭
たん

寺
じ

前）へ８：50

に集合してください 〈定員〉40人（先着順）〈参加費〉無

料 〈持ち物〉水筒、（あれば）双眼鏡など 〈申込受付〉９月

19日㈫～ 〈申込・問い合わせ先〉快適環境づくりをすすめ

る会事務局（ 生活環境課内）☎30-6116、FAX27-0395

〈内容〉子どものぜんそくの治療と生活の工夫 〈日時〉10月

10日㈫13：30～16：00〈場所〉 小児保健医療センター
（守山市）〈対象〉ぜんそくをもつ乳幼児の保護者 〈定員〉

50人（先着順）〈参加料〉無料 〈応募方法・問い合わせ

先〉電話またはファクスで 小児保健医療センター保健指

導部☎077-582-6200、FAX077-582-6304へ

〈内容〉彦根藩表御殿を復元した建物で、茶道の作法、点
て

前
まえ

を実際にお茶を点
た

てて学びながら、お茶会の雰囲気を味わ

います 〈日時〉10月22日㈰10：30～、13：30～（同じ

内容で２回開きます）〈場所〉彦根城博物館木造棟（御
ご

座
ざ

之
の

御
おん

間
ま

）〈指導〉彦根茶道協会 〈対象〉市内の小学生とその

保護者 〈定員〉各回30

人（先着順）〈受講料〉１

人100円 〈申込期間〉９

月19日㈫～10月６日㈮の

９：00～17：00 〈申

込・問い合わせ先〉彦根

城博物館☎22-6100、

FAX22-6520

〈日時〉11月４日㈯・５日㈰の10：00～16：00 〈場所〉滋

賀大学経済学部構内　※出店場所は選べません 〈出店料〉

無料 〈募集区画数〉100区画 〈申込期限〉９月19日㈫～同

29日㈮ 〈申込・問い合わせ先〉電話かホームページから滋

賀大学学園祭実行委員会まで申し込んでください☎27-

1137、第40回滋大祭ホームページ：http://www.shidai-

fes.com/

〈日時〉10月７日㈯・８日㈰の10：00～16：00 〈場所〉聖

泉大学構内 〈出店料〉１区画500円　※２日間出店しても

料金は同じです 〈その他〉調理品の販売はできません　※

野菜・果物の販売はできます 〈募集区画数〉20区画（先

着順）〈申込期限〉９月29日㈮ 〈申込方法〉往復はがきの往

信の裏に代表者の氏名と住所、連絡先電話番号、人数、出

店の概要、出店希望日、希望区画数を、返信の表に代表者

の氏名、住所、郵便番号を書いて、聖泉大学万聖祭実行委

員会（〒521-1123 肥田町720）まで申し込んでください

〈問い合わせ先〉聖泉大学万聖祭実行委員会☎43-7512、

FAX43-5201

〈内容〉80歳になっても20本の歯を残そうという「８
はち

０
まる

２
にー

０
まる

運動」の推進のため実施されます 〈日時〉11月12日㈰

11：00～12：00 〈場所〉甲賀郡農業協同組合（甲賀市水口町）

〈応募資格〉70歳以上の健康でよい歯を持つ人 〈募集期限〉

９月29日㈮ 〈応募方法〉近くの歯科医院、 健康管理課、

彦根保健所（和田町）、老人クラブに申し込んでください

〈問い合わせ先〉 健康管理課☎24-0816、FAX24-5870

〈内容〉水中運動やリラグゼーションなどを行うことで、心

身の疲労回復、健康の維持、増進を図り、健康づくり習慣

を作る〈期間〉10月６日～12月１日の各金曜日（11月３日

を除く、全８回）の13：30～15：00 〈場所〉 彦根総合

運動場スイミングセンター（松原町）〈対象〉15歳以上の人

（中学生・高校生を除く）〈定員〉30人 〈受講料〉6,500円

〈申込受付〉10月５日㈭まで 〈申込方法・問い合わせ先〉

電話またはファクスで 彦根総合運動場☎23-4911、

FAX26-3103へ

〈内容〉ベースホッケーとは、彦根市ホッケー協会が考案し

た、野球とホッケーを合わせたようなスポーツで、障害の

ある人もない人も気軽に参加できるスポーツです。〈活動

日時〉10月14日からの毎月第２土曜日、９：00～1 1：30

〈場所〉若葉小学校グラウンド（雨天時は体育館）〈対象〉幼

稚園・保育園児から小学校低学年の児童まで〈申込・問い

合わせ先〉彦根市ホッケー協会（小林方）☎090-8880-

9334

子どものぜんそくの教室

第38回よい歯の健康老人コンクール出場者

ベースホッケー教室

彦根城博物館　親子で楽しむお茶会体験

らくらく健康スイミング

滋賀大学「滋大祭」フリーマーケット出店者

自然観察会「タカのわたり」

聖泉大学「万聖祭」フリーマーケット出店者

表彰します　あなたの企業の優良従業員

募　集

彦根市は、市民の皆さんが今住んでいる住宅が、地

震に対して安全かどうか、耐震診断員を派遣して無料

で診断します。〈対象となる建築物〉市内にあり、次の

①～⑤のすべての条件に該当する建築物　①昭和56

年５月31日以前に着工され、現在完成しているもの

②延べ面積の半分以上が住宅として使われているもの

③２階建て以下で、延べ面積が300㎡（約91坪）以

下のもの、④木造で軸組工法（在来工法）のもの　※

枠組壁工法（ツー・バイ・フォー工法など）や丸太組

構法の住宅は対象になりません、⑤大臣等の特別な認

定を得た工法による住宅でないもの 〈申込できる人〉

診断を希望する建築物の所有者で、市税などの滞納が

ない人（申込は１人につき１棟まで）〈募集棟数〉40

棟（先着順）〈申込・問い合わせ先〉 建築指導課（市

役所２階）にある申込書に必要事項を記入し、納税証

明書、建築年月日が分かる書類（確認申請副本、固定

資産税課税明細書

などの写しなど）

とともに同課窓口

に提出してくださ

い　☎30-6125、

FAX24-8517

〈内容〉高齢者の再就職促進のための技能講習会（建物

や家屋の壁紙施工）〈実施期間〉10月16日㈪～同20日

㈮（全５日間）の10：00～16：00 〈場所〉滋賀県室

内装飾事業協同組合（草津市）〈対象〉講習開始日に55

歳～68歳の人 〈定員〉20人（申込者多数の場合は抽

選）〈受講料〉無料 〈申込期限〉10月５日㈭（必着）

〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがき往信の裏に講習

名（室内装飾）、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生年月

日）、電話番号を、返信の表にも郵便番号、住所、氏

名をそれぞれ書いて㈳滋賀県シルバー人材センター連

合会（〒520-0051 大津市梅林一丁目３-10）☎077-

525-4128、FAX077-527-9490へ

〈内容〉ホームヘルパー２級の資格取得を目指す研修

〈実施期間〉10月11日㈬～12月15日㈮のうち22日間

（130時間） 〈場所〉大津市勤労福祉センター（大津市）

〈定員〉30人（先着順）〈応募資格〉県内に居住する60

歳以下の人で、介護の分野での就労などを目指す人

〈受講料〉７万５千円 〈申込期限〉９月20日㈬ 〈申込

方法・問い合わせ先〉はがきに「ホームヘルパー２級

受講希望」と記入の上、郵便番号、住所、氏名（ふり

がな）、性別、生年月日、電話番号、受講希望理由を

書いて㈶介護労働安定センター滋賀支部（〒520-0806

大津市打出浜13-49 日新火災大津ビル５階）☎077-527-

2029（FAX共用）へ

あなたのおうちは大丈夫？　木造住宅無料耐震診断

ホームヘルパー養成研修２級課程

シニアのための「室内装飾・リフォーム技能講習会」

募　集

プレイベント

大人の学校・夜樂～築城400年祭分校

彦根に関する現在（いま）と未来（あした）をテーマに、

ゲストとともに歴史や文化、旅、食などについて語り合い、

城下町彦根の魅力と可能性の高さを再発見する場とする座

談会を開催します。座談会終了後には、彦根の食材を活か

した料理などを味わっていただきます。

日程と内容

※９月28日は食事はありません。また、10月14日は食事

の代わりに特製スイーツとドリンクがつきます。

対象 20歳以上の人（９月28日と10月14日は、小学生を

除く12歳以上の人）

募集人数 各回50人（９月28日のみ200人）

募集期間 ９月15日㈮～

応募方法 大人の学校事務局（㈳彦根青年会議所内）まで電話

で申し込んでください。

自然の学校・野楽～築城400年祭分校

彦根城の自然を見て、触れて、聞いて、体験する講座で

す。ネイチャーゲームや、カヌーイスト野
の

田
だ

知
とも

祐
すけ

さんの指

導によるカヌー体験や講演などがあります。

日時 10月28日㈯ 10：00～

場所 彦根城とその周辺

対象 市内在住の小学生とその保護者

募集人数 100人（先着順）

参加費用 １人1,000円（保護者は不要）

募集期間 ９月25日㈪～

応募方法 自然の学校事務局（㈳彦根青年会議所内）まで電話

で申し込んでください。なお、小学４年生以下の児童の

参加には、保護者の同伴が条件となります。

大人の学校、自然の学校に関する申込・問い合わせ先

大人の学校・自然の学校事務局（㈳彦根青年会議所内）

☎26-4146
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日曜納税相談
納税課では、毎月１回、日曜納税相談

窓口を設けて、納税についての相談を受け

付けています。９月の日程は右の通りです。

日　時 ９月24日㈰10：00～16：00

場　所 納税課（市役所２階）

問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

10月前半

２日㈪

３日㈫

４日㈬

５日㈭

６日㈮

10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、
西今、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、開出今藏の町団地、八坂東
団地、三津、海瀬
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、芹川、後三条（下）、大藪、
八坂北、開出今団地（第１・３部）、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

図書館休館日 2日㈪、９日（月・祝）日(水・祝)、
10日(月)

４日㈬

５日㈭

３日㈫

６日㈮

１0日㈫

１１日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１２日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

10月前半

１３日㈮
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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健康管理だより

深ふ
か

尾お

卓た
く

磨ま

ち
ゃ
ん

︵
東
沼
波
町
︶

川か
わ

真し
ん

ち
ゃ
ん

︵
平
田
町
︶

亀か
め

原は
ら

陽ひ

翔か
る

ち
ゃ
ん

︵
小
泉
町
︶

10広報ひこね　平成18年９月15日

よ
し
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彦
根
駅
を
発
着
点
と
し
て
、
彦
根
駅
と

南
彦
根
駅
の
間
を
循
環
運
行
さ
れ
ま
す
。

〈
経
路
の
一
部
を
変
更
す
る
路
線
〉

▼
彦
根
県
立
大
学
線
　
経
路
を
一
部
変
更
し

て
運
行
し
ま
す

▼
彦
根
駅
市
立
病
院
線
（
旧
城
北
循
環
線
）

循
環
型
の
運
行
を
廃
止
し
、
城
北
経
由

と
彦
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
経
由
の
２
通
り

の
コ
ー
ス
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

▼
三
津
屋
線
　
三
津
屋
〜
柳
川
の
経
路
を
廃

し
、
一
部
経
路
の
変
更
を
行
い
、
市
立

病
院
経
由
と
開
出
今
経
由
の
２
通
り
の

コ
ー
ス
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

▼
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
線
　
彦
根
駅
か
ら
後
三
条

を
経
由
し
て
南
彦
根
駅
に
至
る
経
路
を

廃
止
し
、
南
彦
根
駅
か
ら
多
賀
大
社
前

駅
ま
で
運
行
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
廃
止

さ
れ
る
後
三
条
か
ら
南
彦
根
駅
ま
で
の

経
路
は
新
設
の
旭
森
循
環
線
に
引
き
継

が
れ
ま
す
。

〈
変
更
の
な
い
路
線
〉

▼
南
彦
根
県
立
大
学
線
（
近
江
鉄
道
㈱
）

▼
多
賀
線

▼
稲
枝
循
環
線
（
彦
根
観
光
バ
ス
㈱
）

▼
蚊
野
線
（
彦
根
観
光
バ
ス
㈱
）

▼
萱
原
線

※
運
行
事
業
者
の
表
示
が
な
い
路
線
は
、
す

べ
て
湖
国
バ
ス
㈱
の
運
行
で
す

問
い
合
わ
せ
先

交
通
対
策
室
☎
30-

６

１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、

具
体
的
な
経
路
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
湖
国
バ
ス
㈱
（
近
江
鉄
道
㈱
内
）

25-

２
５
０
１
番
、
も
し
く
は
彦
根
観
光

バ
ス
㈱
43-

５
７
１
１
番
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
廃
止
さ
れ
る
路
線
〉

▼
稲
枝
市
立
病
院
線

▼
河
瀬
線
　
一
部
の
経
路
は
新
設
の
河
瀬
南

彦
根
線
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

▼
河
瀬
市
立
病
院
線
　
一
部
の
経
路
は
新
設

の
河
瀬
南
彦
根
線
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

▼
日
夏
開
出
今
線
　
一
部
の
経
路
は
三
津
屋

線
と
新
設
の
河
瀬
南
彦
根
線
に
引
き
継

が
れ
ま
す
。

▼
彦
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線

一
部
の
経
路
は

彦
根
駅
市
立
病
院
線
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

▼
旭
森
市
立
病
院
線
　
一
部
の
経
路
は
新
設

の
旭
森
循
環
線
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

〈
新
規
に
運
行
す
る
路
線
〉

▼
河
瀬
南
彦
根
線
　
廃
止
さ
れ
る
河
瀬
線
、

河
瀬
市
立
病
院
線
、
日
夏
開
出
今
線
の

経
路
の
一
部
を
引
き
継
ぐ
形
で
河
瀬
駅

と
南
彦
根
駅
の
間
を
運
行
さ
れ
ま
す
。

▼
旭
森
循
環
線

廃
止
さ
れ
る
旭
森
市
立
病

院
線
の
旭
森
地
域
の
経
路
を
引
き
継
ぎ
、

彦
根
市
内
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
﹁
彦
根
市
路
線
バ
ス
検
討
委
員

会
﹂
で
検
討
さ
れ
、
路
線
の
拡
大
や
新
設
な

ど
、
で
き
る
だ
け
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を

取
り
入
れ
、
路
線
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
路
線
バ
ス
の
運
行
維
持
に
要
す

る
補
助
金
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
17
年
度
彦
根
市
公
共
交
通
機
関
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
費
用
対
効
果
に
重
点
を
置
い

て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
３
月
に
は

同
委
員
会
か
ら
市
長
に
、﹁
彦
根
市
に
お
け
る

路
線
バ
ス
に
関
す
る
提
言
﹂
が
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
を
も
と
に
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

10
月
１
日
か
ら
市
内
の
バ
ス
路
線
が
次
の
よ

う
に
変
わ
り
ま
す
。
今
回
の
変
更
に
よ
り
彦

根
市
域
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
は
11
路
線
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
路
線
図
と
時
刻
表
に
つ
い

て
は
、﹁
広
報
ひ
こ
ね
﹂
10
月
１
日
号
と
同

時
に
配
布
し
ま
す
。

乗り継ぎ割引制度を
ご利用ください

新たに運行される、河瀬南彦根線と旭森循環

線については、これまで市立病院へ乗り入れし

ていた河瀬市立病院線、旭森市立病院線（両方

とも今回の廃止路線）を引き継ぐ形で運行されま

す。そのため、この２つの路線を利用する人が、

南彦根駅西口バス停で南彦根県立大学線へ乗り

継いだ場合に限り、乗り継ぎ割引制度を導入し、

乗り継ぎ後の運賃は無料となります。

該当する人は、南彦根駅西口での降車時にバ

スの乗務員に乗り継ぐことを伝え、整理券を受

け取ってください。

なお、整理券がなけ

れば、割引制度を利

用することはできま

せんのでご注意くだ

さい。


